
番号 発生年月日 原因施設 所在地 喫食者数 患者数 死者数 原因食品 病因物質

1 R6.2.3 飲食店 四万十市 54 35 0
不明（令和6年2月
2日に調製した料
理）

ノロウイルスGⅠ・GⅡ

2 R6.2.13 不明 不明 3 3 0 不明 カンピロバクター・ジェジュニ

3 R6.3.19 給食施設 土佐清水市 65 15 0
不明（令和6年3月
16日から18日に調
製した料理）

ノロウイルスGⅡ

4 R6.4.1 不明 不明 1 1 0
非加熱の魚介類
（推定）

アニサキス

5 R6.4.10 家庭 吾川郡いの町 1 1 0
メジカ（ソウダカツ
オ）の刺身

アニサキス

6 R6.4.15 家庭 須崎市 4 1 0 カツオの刺身 アニサキス

7 R6.5.31 販売店 高岡郡四万十町 2 1 0 カツオの刺身 アニサキス

8 R6.11.12 家庭 四万十市 2 2 0 ツキヨタケ（推定） 植物性自然毒

9 R6.11.19 家庭 高岡郡津野町 2 1 0 カナフグ（推定） ふぐ毒（テトロドトキシン等）

令和６年次食中毒発生状況

令和６年　食中毒事件一覧表（高知県）

概要

四万十市内の飲食店で調理された食事を喫食した4グループ50名中31名が下
痢、嘔吐、腹痛等の食中毒症状を呈した。

複数施設で共に食事をした３名中３名が発熱、下痢等の食中毒症状を呈し
た。

土佐清水市内の給食施設で調理された食事を食べた65名中15名が嘔吐、下
痢、発熱等の食中毒症状を呈した。

受診した患者１名からアニサキス虫体を摘出し、胃アニサキス症と診断された。

受診した患者１名からアニサキス虫体を摘出し、胃アニサキス症と診断された。

受診した患者１名からアニサキス虫体を摘出し、胃アニサキス症と診断された。

受診した患者１名からアニサキス虫体を摘出し、胃アニサキス症と診断された。

野山に自生しているキノコを採取し、誤って食した2名が下痢、嘔吐等の食中
毒症状を呈した。

愛媛県沿岸で釣ったフグを家庭で調理した食べた２名中１人が、口唇、手足の
しびれ、呼吸困難等の食中毒症状を呈した。

合計 134 60 0


